







学を模索するという大 きな試みの端緒 として,今 回20世紀社会学を総括 しよう
と言 う訳である。 まず最初 と言 う事で,ジ ンメル,デ ュルケム,ウ ェーバーに
っいての発表が行われた。
まず 「ジンメルと20世紀社会学」 と題 して発表が行われた。様々な社会学者
達によるジンメルのプロブレマティークな 「読み取 り」の跡をたどるという視
点からのアプローチであった。50年代から70年代 にかけてのジンメルの読み取
りを中心 に,ジ ンメル研究の動向について述べ られていた。次のデュルケムの
発表ではデュルケムの 『社会分業論』『自殺論』『宗教生活の原初形態』 と言う
代表的な論文を題材に,デ ュルケムの分析の社会学的側面にっいての考察をし
でいた。『分業論』では近代の 「機能分化」 の側面 を,『自殺論』では近代 の






ジンメル ・デュルケム ・ウェ ・ーバーと言 う理論の大家達をどのようにこれから
の社会学に生かしていくべきなのか,現代社会学に与えた影響はどのようなも
のであったのかを,再度認識することができた。私自身はただ感心 して聴講す
るのみであった。2000年は現代社会学 と称 してさらに現代の社会学にっいて20
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世紀最後の総括を行 うそうである。
